




























  国立国語研究所(1972)「5-206 うし（牛）」『日本言語地図 第 5 巻 解説』（pp.18-21） 
     同 上    「5-206 こうし（子牛）」同上（pp.25-30） 
     同 上    「5-210 もうもう（牛の鳴き声）」同上（pp.30-33） 
  澤木幹栄(1979)「物とことば」徳川宗賢(1979)『日本の方言地図』中央公論社（pp.93-97） 
  佐藤亮一編(2002)「うし（牛）」『方言の地図帳―お国ことばを知る』小学館（pp.248-249） 
    同 上   「こうし（子牛）」同上（pp.254-255） 
 これらの記述には，共通して，牛の鳴き声と牛・子牛の名称との関係と，擬声語の分布
の分析について指摘する内容が含まれている。以下では，図 1・図 2 に佐藤(2002)の略図，
図 3 に澤木(1979)の略図を示しながら，上記の内容を紹介し，論点をまとめておく。 
 
２．１ 牛の鳴き声と牛・子牛の名称の歴史的関係 












































































 『日本言語地図』には，「牛の鳴き声」「ふくろうの鳴き声」「雀の鳴き声」の 3 種類
が収載されている。牛にかかわるデータには，第 5 集に次のものがある。 
   210 図 もうもう（牛の鳴き声） 
   206 図 うし（牛） 
   207 図 おうし（牡牛） 
   208 図 めうし（牝牛） 
   209 図 こうし（子牛） 






















上に登載してある。1 地点に 2 つ以上の語形が併記してあって，しかも，牛の鳴き声，
子牛の鳴き声に関する注記のない場合も，「牛の鳴き声」（凡例 A）どうしの併用








語，牛の鳴き声はのべ 2346 語が回答されており，約 6 倍もの差がある。なお，他に NR が
34，未調査が 132 地点あるが，これらを除外して本稿の分析を進める。 
 この項目に回答された語形のバリエーションについて，多い順に左から並べつつ，牛と
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図4 LAJ5-210 図「もうもう（牛の鳴き声）」 
（回答地点の多かった語形 16 位までの内訳） 
 
３．３ 牛・子牛の鳴き声 
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